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論集第16号（1996年）

戸部実之著rモンゴル語入門』における記述上の問題点

角　道　正　佳

Problems　in　the　Description　of　Introduction

　　　　　to　Mongoiian　by　Miyuki　Tobe

KAKUDO　Masayoshi

　　加めro面c伽πto　Mongoltαn　is　a　bookleむconsisting　of　140　pages　i海which　romanized

system　is　used　in　writing　Mongolian．　Roman　scripもs，　however　does　not　correspondもo

standard　cyrrilic　orむhography．至nもhe　rnain　part　of　the　book，　u　represe鍛ts　Y，　and　o　represenもs

eit｝ler　o，eor　y，and　o　represents　eitherθor　y，and　i　represenむs　eiもher　班，　諺　or　b，a！1d

ui　reprersenむs　either　b王，　H，　b　or　Y益．　ng　apPears　on｝y　in　page　28，　a王むhogh　n　is　used

elsewhere．　The　authoor’s　romanized　system　cha皿ges　in　the　glossary，　where　u　represents

e圭むher　y　or　Y，　and　o　represenもs　either　o，yor　e，　and　o　represents　e．　Inむhe　man　pareもof

the　book，　syl｝able　sむructure　reughly　correspondsもo　sta臓dard　oythography，　while　in　the

910saary，　different　system　based　on　A　Modern　MongoLiαn－Engl乏sん一」砺）αnese　Dictionαr：ソ　is

adopted。　The　book　contains　a　｝ot　of　rnisprints，もoo．

0．はじめに

　戸部実之著『モンゴル語入門』①は140ページの小観子であり、通常はキリ文字で記されるモ

ンゴル語がローマ字で記されているという点で初心者にはとっつきやすいもののように思われる。

著者自身も「はじめに」で「この本は、類書と異なり、言語の中でも、特に音韻に重点を置いて

います。」また「あとがき」にも「言語の核心に音があり、音韻の比較を主霞的とするものです。」

と述べている。しかし、それにもかかわらず、この書物には表記上の問題が非常に多い。この書

物に基づいてモンゴル語を学習しようものなら、たちまち混乱してしまい習得はおぼつかないで

あろう。モンゴル語をm一マ字で表記するのが悪いのではない。U一マ字に置き換える方法に～

貫性があれば問題はない。この書物ではローマ字化の仕方に～貫性がない。本文と語彙集では表

記体系が異なっている。本文の中でも表記が一貫していない。それも単なる誤植とか、不注意ミ

スといったような類のものではなく、いったい著者の頭の中はどうなっているのだろうかと疑わ

ざるをえないようなものである。

117



芦部実之著ζモンゴル語入門至における記述上の問題点

1．モンゴル語の臼一マ掌化②

　モンゴル語をローマ字化する方法には公認された一般的な方法があるわけではないが，とくに

面倒なのは母音である。a，　i，　u，　e，　oの5文字ではどうしても足りない以上補助記号に頼らざ

るをえない。上記の5文掌以外に最低2つの文字が必要になる。Poppe，内蒙古の辞典三種類，

泰流社の別の書物の表記を比較してみよう。

1
9
q
　
a
s
4
F
D
ρ
0
？

Poppe　『蒙漢辞典』『蒙古語

　　　　　　　　　　標準音詞期

a
　
e
　
i
　
O
　
U
　
δ
　
”
U

α

e
．
1
θ
U
O
U

a
e
．
1
0
U
θ

檬語正音

正字詞蝿

　　a

　　a

　　　i

　　o

　u

　θ

『モンゴル語単語集』

『モンゴル語会話集』

　　　A

　　　E

　　　　至

　　　O

　　　O

　　　u

キリル文字

a
3
羅
O
y
θ
Y

　どの方式でも相対的な位置関係しか表すことはできないが，『蒙漢辞典』の4と6は非常に具

合いが悪い。これだと4が中舌母音で，6が後雷母音になってしまう。事実は逆である。しかし

それでもこの定義で一貫すれば一応区別すべきものは区別されているのでかまわないともいえる。

泰流社繊版の『モンゴル語単語集」『モンゴル語会話集』では4x6，5＝7となってしまうの

で区別すべき母音が区別されていないことになる。

2．「モンゴル語入門sのローマ掌化③

　9ページでアルファベットの表認は次のようになっている。キリル文字も参考のために付け加

える。

a
ア
a
i
イ

b
べ
6
k
カ

　

　

工v
ヴ
8

9
ゲ
r｝　　　　m

エル　　エム

d

デ

　

ヌn
エ

工e
イ
e
o
オ
o

6

イヨ

e

P
ぺ

　

ジ
凪

階
t
M

r

エル

P

z
ゼ
3 　
スs
エ
c
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論集第16号　　（1996年）

t
テ
T

y→o　　Y→u

オ　　　ウ

y

shch　　u

シチェ　ウイ

e

工

3

yu

ユ

王G

ぞ

フエ

Φ

ya

ヤ

h

ノ、

X

ts　　　ch　　　sh

ツェ　　チェ　　シェ

ll　　　　　　g　　　　　　I皿

　これを見て先ずeという文字になぜイェとエがあるのか分からなくなるであろう。キルル文字

では前者はe，後者は3という違った文字である。したがってイェは少なくともyeとしなければ

具合いが悪い。y→oとかY→uという一一1・が何のつもりであるのか説明がない。それぞれ→に右の

ようにも表すという意味なのか。それならば→の左がキリル文字のようにも兇える。上の表には

キルル文字のfi，θ，b，　sに相当するローマ字が欠けている。　M，　b，　Kは根補分布を成して

いるので区別しないで全てiで表しても全く支障はないし，5も頻繁に現れる文字ではないから

大きな支障はないが，eを表す方法がないとたちまち支障をきたすことになる。

　oとy→oは表記上区別しているのに，片仮名はどちらもオとなっているのは具合いが悪い。

この違いも含めて以下のような注が記されている。

王

ui

日本語のイと岡じ。明るいひびきがある♂4）

現代日本語にはない。口の奥の方から出る。暗い音。

奈良時代まで存在したとされる乙音のk’（ウィ）

e
：
e

0

o

日本語のエと岡じ。明るいひびきがある。

現代日本語にはない。エよりも，暗く，深い感じ。

奈良時代まで存在したとされる乙音のi（ウェ）

日本語のオと同じ。明るいひびきがある。

現代日本語にはない。口の奥を開いて，オの音を深く，暗く，

こもらせて発音する。奈良時代まで存在したとされる乙音のb（ウォ）

　iは問題はないが，uiの説明はいろいろ問題がある。これはキリル文字のb三⑤のことを書って

いるのであるが，これは属格・対格にしか現れない文字であり，音素としては／i：／と考えられ

るので鋤と弁別される母音ではない。音価としては「口の奥の方」ではなく中雪である。奈良蒔

代の乙音の音価（6｝についてはいろいろな説があって著者の言うようなことは軽々しくは言えない。

　e，6については著者はいったい何が霧いたいのか全くわからない。先ずeが上記の表のイェ

なのかエなのか不明である。r日本語のエと同じ」というからにはエのほうだと思われるが，こ

の母音（キリス文字の3）は中舌寄りであり，日本語には存在しない。したがって6の説明のほう
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　　　　　　　　　　　　戸部実之著ごモンゴル語入門毒における記述上の問題点

が近い。しかし表ではeはキリル文字のeに対応するものであり，発音は［j。：］であるから説明と

は対応しない。「奈良時代まで存在したとされる乙音の1（sic　6のつもりか）（ウェ）」というの

も二重の意昧で正しくない。キリル文字の3に根当する母音をeの上に点を一つ付けて表記する

こともあるので，著者はそれと混同しているようである。しかしそうすると今度はeの説明が理

解できないことになる。

　O，。についても説明が錯綜している。表に従うとO　［O］，。［O］であるから，どちらも日本語には

ない母音であり，違うのは口の開き具合いであって，口の前か奥かではない。これ自体が王PA

の使用法とは逆になるので，混乱しそうであるがそれは，今は問わないことにする。しかしoの

説明をそれなりに解釈するとキリル文字のeのことを書っているようである。「奈良時代まで存

在したとされる乙音の6（ウォ）」というようなことは軽々しくは言えない。

　ここまでをひとまずまとめると次のようになる。

アルファベットの表

　　e

　　邑

　　O

　　y→o

　　Y→u

説明の部分

　　e

　　6

　　0

　　つ

対応すると思われるキリル文字

　　　e／3

　　　6

　　　0

　　　y

　　　Y

対応すると思われるキリル文字

　　　？

　　　3

　　　0

　　　e

　これだけでも非常に混乱しているが，次のページ（1Gページ）を見るとますます分からなくな

る。10ページに次のような語がある。参考までにキリル文字を添える。意味は著者がその文脈に

おいて与えているものをそのまま転記する。したがって訳語に問題があるものが含まれている。

必要に癒じて（）で補う。

『モンゴル語入門』

tomOI’uzeg

shogam

sorah　bichig

キリル文字

TθMθPY33r

IIIyraM

cypax　6鍍q躍r

ペン先

定規

教科書

ぺ～ン

10

10

10

これらの例から判断すると，Oはeを，0はyを表していて，9ページの説明とは違った表記に
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論集第16号（1996年）

なっている。

　11ページでは

　　　　『モンゴル語入剛　　　キリル文字

　　　　　toli　bichig　　　　　　　　　TOIIb　　6MgHr

　　　　　bodag　　　　　　　　　　　6yAar

　　　　　nomUln　saV　　　　　HOMbI餐caB

のように，oはoまたはyを表している。

　12ページでは

　　　　　Ene　nom　oo　？　　　　ll）H3　HOM　yy？

　　　　　sorah　bichig　　　　　　　cypax　6羅q班r

のように，oはoを，　oはyを表している。この結果10ページの

とは違った表記になる。

　　　　　sorah　bichig　　　　　　　cypax　6Hgvar

　　　　　sorah　bichig　　　　　　　cypax　6vaqHr

　　これだけでもかなり混乱しているが，13ページを見ると

　　　　　hoshig　　　　　　　　　　　　　　xelllHr

　　　　　olguur　　　　　　　onrYYP

のようにoがeを表している。このページでは

　　　　　tsonh　　　　　　　　　　　　　　　　　　HO蕪X二

　　　　　dor　　　　　　　　　　八〇p

　　　　　zorag　　　　　　　　　　　　3ypaT

　　　　　onsh　　　　　　　　　　yHlil

となっているから，oはoを表し，　oはyを表している。

以上をまとめると，

（1）oはoまたはyを表す。

　　　　　むomor　uzeg　　　　　　　ToMeP　Y3∂r

　　　　　Ene　nom　oo　？　　　　3Hg　KOM　yy？

　　　　　sorah　bichig　　　　　　cypax　6HqMr

（2）oはyまたはoまたはeを表す。

　　　　　s｝10gam　　　　　　　　　　IHyraM

　　　　　sorah　bich圭9　　　　　　　cypax　6KqHr

　　　　　もo｝i　bichig　　　　　　　　　　TO刀b　6Heqr

　　　　　nom秘ln　sav　　　　　　　HOMbl｝I　caB

辞書

絵の具（染料）

カバン

ページ

11

11

11

　　　　これは本ですか。　　12

　　　　教科書　　　　　　　12

「教科書」と，12ページの「教科書」

教科書

教科書

カーテン

掛け物（ハンガー）

窓（まど）

下

絵

読む　（語幹）

ペン先

これは本ですか。

教科書

定規

教科書

辞書

カバン

10

12

13

13

13

13

13

13

11

12

12

10

10

11

11
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　　　ltUl　　　　　　　　　　　　　　　Hb

という語があって，uiがbを表している。一方48ページでは，岡じ語が

　　　ni　　　　　　　　　　　Hb

のように表記されている。70ページでは

　　　horui　　　　　　　　　　　XOPb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十

　　　hOTuSn　　　　　　　　　　　xopw狂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十

　　　tavui　　　　　　　　　　　　　　TaBb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五十

　　　tavuin　　　　　　　Ta8照　　　　　　　　　　　　　　　　五十

のようにuiはbまたはHを表すのに用いられている。18ページにも

　　　sorgooli　　　　　　cypryyXb　　　　　　　　　　　　　学校

　　　angli　　　　　　　　aHrHX　　　　　　　　　　　　　　　英語（英国）

のような例がある。さらに

　　　teguie　　　　　　　T3rbe　　　　　　　　　　　　　　　そうしましょ

　　　ochyo　　　　　　　　　　　　　　oq［be　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そテこう

　　　uzie　　　　　　　　Y3be　　　　　　　　　　　　　　　みましょ

のような例を見ると，対応は次のようになっている。

　　ガモンゴル語入FH　」　　キリル文字

　　　Ui　　　　　　　　b（Mと交替する），　b（分離符号）

　　　e　　　　　　　　　　　　　e

　　　φ（ゼロ）　　　　　5

　　　yo　　　　　　　　　　　琶

　　　i　　　　　　　　　b（vaと交替する），　b（分離符弩）

また，次の語ではuiは臓を表している。

　　　yumgui　　　　　　IOM「頭　　　　　　　　　　　　　　ありません

翅ますべてiで表されているので，結局

（3）iはKまたは益またはbを表す。

（4）uiはblまたはuまたはbまたはPtを表す。

ということになる。

　以上の（1）～（4）をまとめると次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　122

　　　　　　　　　　　　照部実之著feンゴル語入門』における記述上の問魎点

　　　hoshig　　　　　　　　xomur　　　　　　　　　　　　　　　　　カーテン　　　　　　　13

　　　01guur　　　　　　　θxrYYp　　　　　　　　　　　　　　掛け物　　　　　　　13

ということになる。

　9ページの説明ではuiはblを表すものとされていて，実際多くはそうなっている。しかし，18

ページには

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18

48

70

70

70

70

18

18

21

24

34

52
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表記 キ リ ル 文　字

圭 o 0 y

2 0 O 0 y

3 i 猛 賃 b b（分離符号）

4 ui bI 班 b b（分離符号） 鴨

　it，　Pt，　b（ただし分離符号としての使用は除く）は栢補分布を成している（7）ので，区別しなく

ても曖昧性は生じない。したがって3はそれほど曖昧ではない。しかし1，2，4は非常に曖昧

である。この表記から一義的にキリル文字を想定することはできないし，逆にキリル文字から一

義的にこの表記に置き換えることもできない。

3．語彙別に見た表記

　m一マ字表記がキリル文字表記と1対1対応していないために，同じ語彙の表記が一定しない

ことになる。例えば，

sorah

Sorah

もomor

tomor

nui

ni

hoyor

hoiyor

hoer

olang

olaan

o｝aan

nogong

cypax

cypax

TeMθP

TeMep

Hb

狂b

xoep

xoep

XO⑳

yAaaH

yJ1aaH

yliaaH

HorOOH

123

（習う）

（鉄）

人二

二

2

赤い

赤，赤色

赤い

緑の

10

12

1G

25

18

48

22

68

122

28

72

114

28



nogoon

nogoon

yuu

yuO

Yo

lijig

拗ik

goravdahi　odor

goravdahui　odt）r

ajil｝dag

ajilladag

戸部実之著rモンゴル語入門』における記述上の問題点、

HorOOH

HorOOH

loy

Ioy

Ioy

凪擁｝K猛r

｝Kil］Kxr

rypaB瓜ax王）θ江OP

rypaB皿ax王）θ瓜ep

a｝≡｛H諺ン！a裁ar

a｝K翼」！Jla及ar

緑色

緑色の

何

何

何？

小さい

小さい

水（曜日）

水曜日

働いています

働いています

72

98

16

16

31

7

38

41

66

57

57

なお，本文と語彙集の表記が違うものが多数存在する。

4．ng

　キリル文字のHは／n／，／n／という二つの音素を表している。この区別は子音文字では区別

されないが，母音が後続するかしないかによって識溺される。しかしilモンゴル語入門」にはng

という子音が28ページにのみ出現する。

budung

huiteng

nogong

O｝ang

tsong

dolang

harang｝10i

6Y及YYff

XY盈3｝｛

HOTOOH

y霞aaH

HOθ｝｛

xxyfiaaH

xapaHxy貢

大きい（太い）

寒い

緑の

赤い

小さい（少ない）

暖かい

暗い

28

28

28

28

28

28

28

これらの語彙におけるngは全て／η／を表しているが，それ慮語末，あるいは口蓋垂音の前に

現れていることから自動的に判別できるものである。こういった子音をngで表すことにすると，

6aRmMHr「建物を」，　caHr「倉を」のような隠れたrが語來に出現する場合を表記することができ

なくなる。ngが28ページにのみ現れるというのも奇妙である。
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5．長母音を短母音で衷記している語（8｝

長母音の表記は大体は正しいようであるが，

5，1．属格

5

5

　　　mln王

　　　chini
　　　　　　　－

　　　tuunni（sic）

　　　tedni

　　　ang王n

　　　hichee｝in

　　　hen主h

．2．補助母音の後

　　　oyoもan

　　　Y2

　　　hoyolaa

　　　Yagaad

．3．その他

　　　budung

　　　horai

nogong

　　　o｝ang

　　　tsong

　　　do圭ang

　　　mg

　　　Ha．riltsa　Yaria

cf．　yuu

　　　yuO

　　　ayuO｝

M照顛

覗H雌

TYYHKPt

τ3及H競

aHr翻H

）th｛｛33π頂霊H

X3｝至競X

oroyTaH

Ioy

xoey灘aa

Haraa瓜

6Y且YYH

xyypaPt

HorOOH

yJlaaH

Heθ蓑

AyaaaH

Myy

xap駁JI賑aa　∬PMa

！oy

裏》y

a玉oy雁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論集第16号（玉996年）

次のように短母音になっている語がある。

　　　　　　　　　　　　　　　私の　　　　　　　17

　　　　　　　　　　　　　　　　あなたの　　　　　17

　　　　　　　　　　　　　　　　それの　　　　　　　17

　　　　　　　　　　　　　　　彼らの　　　　　　17

　　　　　　　　　　　　　　　　クラスの　　　　　17

　　　　　　　　　　　　　　　教室の　　　　　　　20

　　　　　　　　　　　　　　　誰の　　　　　　　55

　　　　　　　　　　　　　　　生徒（学生）　　　　　18

　　　　　　　　　　　　　　　何？　　　　　　　31

　　　　　　　　　　　　　　　　二人で　　　　　　　33

　　　　　　　　　　　　　　　何故　　　　　　　　55

　　　　　　　　　　　　　　　大きい（太い）　　　28

　　　　　　　　　　　　　　　　乾いた　　　　　　28

　　　　　　　　　　　　　　　緑の　　　　　　　28

　　　　　　　　　　　　　　　　赤い　　　　　　　28

　　　　　　　　　　　　　　　小さい（少ない）　　28

　　　　　　　　　　　　　　　　暖かい　　　　　　28

　　　　　　　　　　　　　　　悪い　　　　　　　28

　　　　　　　　　　　　　　　　会話・　　　　　　32

　　　　　　　　　　　　　　　何　　　　　　　　　35

　　　　　　　　　　　　　　　何　　　　　　　　　52

　　　　　　　　　　　　　　　　危険　　　　　　　　？9
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸部実之著『モンゴル語入門』における記述上の問題点

6．不必要な母音

　正書法上不要とされる母音が書かれている語がある。キリル文字の表記の代わりに著者の表記

を母音の音髄を換えないで訂正したものを付記する。

　　　　bc）odalaas　　　　　　　　　boo（嚢aas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟻尺から　　　　　　　　　　　28

　　　　amaraarai　　　　　amraarai　　　　　　　　　　　　　お休みなさい　　　　53

　　　　nehemel　　　　　　nehmel　　　　　　　　　　　　　　繊維　　　　　　　　58

　　　　hoiyor　　　　　　　　　　　　　｝10yor　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　68

7．誤植

　　ゼモンゴル語入門』には誤植が非常に多い。著者に語彙力があればすぐに見つかる誤植が数多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もanar

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ta　narum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ta　narUlg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ta　narも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ta　hedeR

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dorov　deh　o（lc＞r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9［）damjind

7．i．キリル文字をローマ字に置き換える際の勘違い

　　　　reh　zergiin　　　　　　　　　geh　zergiin

　　　　so（）gliin　　　　　　　　　　　soodliin

　　　　hopaana　　　　　　　　　　　horaana

7．2．脱落

　　　　ushin　　　　　　　　　　　　　uschin

　　　　tramValaar　　　　　tramValgaar

　　　　もyo正ebusaar　　　　　　　　　troleibusaar

　　　　tramvaar　　　　　　tramvalgaar

　　　　dogaar　　　　　　　　　　　　　dogoigaar

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　126

くある。

7．1．分かち書き等

　　　　もanar

　　　　むanayum

　　　　£anarUlg

　　　　むanart

　　　　tahedeR

　　　　d（）rovdeh　odor

　　　　godam－Fnd

あなた方は　　　　17

あなた方の　　　　17

あなた方を　　　　17

あなた方に　　　　17

あなたはおいくつ　　59

木曜日　　　　　　66

通りに　　　　　　22

などの

自（動車で）

収穫する

床屋

電車で

トロリーバスで

電車で

自転車で

23

26

43

24

24

24

26

26
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zochidbood

en

ajill（iag

zochid　　董）0（）dεしld

ben

aji｝1adag

ホテルに

誰

働いている

27

54

57

7．　3．　潟ミカ1

£uu塗ni

uildvergiin

tUURii

ttildveriin

それの

工場の

17

27

7．3．表記の方針の違い

ji　ik

wildvert

jijig

uildvert

小さい

工場で

38

58

7．4．曖昧母音の位置に関する解釈の違い

mergejil（9）

bagshladag

meregjil

bagshildag

（専門）

教師をしている

57

58

7．5．nをhと誤ったもの

baroo　h

Hoolhui　ner

baroon

Hooln疑i　ney

西

メニユー

48

61

7．6．その他

hijheen

hodolmerchdod

dHgu雛rees

Σoch

odr聾s

bugdiin

zo｝sloo

hichReen

hodolmorchdod

delguurees

goch

odroos

bugchim

ZOgS｝OO

何人

労働者たちに

（本）屋から

30

H々（奪格）

蒸し暑い

止みました

18

29

37

39

49

63

64

　誤植にはいくつかの特徴が見られる。reh　zergiin「などの」，　Soog｝iin「自（動車で）」，　hopaana

「収穫する」は明らかにキリル文字をローマ字化するときの不注意ミスである。キリル文字のr

の筆記体はローマ字のrの筆記体に似ているし，キリル文字のkの筆記体はローマ字のgの筆記体

に似ている。またキリル文字のpはmu・一マ字のpと岡じである。

　Hoolhui　ner「メニュー」　はnをhと誤記したものであるが，おそらく手書き原稿を読み誤った
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　　　　　　　　　　　　戸部実之著ぎモンゴル諾入門』における記述上の問題点

ものであろう。語彙集にもnをhと誤記したものが3例ある。yoch「30」も原稿の判読ミスのよう

である。

8．語彙集の表記

　本文の表記と語彙集の表記とが違っている。本文ではUはYしか表さないが，語彙集ではUはY

以外にyも表す。逆に本文では。はoとoを表すが，語彙集ではoしか表さない。

本文

表記 キ リ ル 文掌

u V

0 0 y e

o O θ

語彙集

表記 キリル文字

u y　　　　　　　　v

0 o　　　　y　　　　o

o e

9．語彙集における語頭子音とo，u，　oが表している母膏

　円讐母音がどういう母音を表しているかに関しては先行する子音によってかなりの違いがある。

ag　一一音節に限ってその分布を見ると次のようになる。

0 u o

b V

9 V

d V

3 O （y）　v

z 0 y　　　v θ

m O （y）
θ

n o　　y V

＃ o　　y V o

S 0 V

も 0 V

h o　　y　　　θ V

ch
y　　　o

sh
o　　y V

y ◎ （y）　v

（y）は　yyのみ

128
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10、語彙集におけるa－　uu，　a－　oo，　o－oo

　現代モンゴル語ではaの後にyyは来るけれどもooは来ない。したがってa－guとa－ooは同じ

ものであり，区別する必要はない。一方oの後には◎oもyyも来るし，　yyの前にはoだけでなくy

も来るので，oとyの区別をはっきりしておかないと曖昧になる。語彙集でどうなっているかを

調べると次のようになっている。

　a－　uuがもっぱら＃，yの後，　a－　ooがそれ以外（b，　g，　d，　s，　h，　ts）の後に現れるとい

う傾向が見られる。データが少ないために，音声学上の用語を用いて一般化することはできない

が，語頭子音の違いが表記の違いを引き起こしているということは言えそうである。

表記　　　　a　－　uu

キリル文字　a－yy

＃　　14　　aguur

　　　15　　aguu

　　　44　　　　a圭chuul（sic）

b

9

d

S
A
ts

y ll26　　yavuul－

1127　　yavtsuu

1130　　yaduu

1131　　yazguur

　　　　　　　　　a　　　00

　　　　　　　　　a－yy

狩猟　　　　51　　asoo一

偉大な

ハンカチ

派遣する

狭い

貧しい

起源

106　　　bachoo

149　　　galzoo

150　　　　galoo

169　　　daaboo（sic）

178　　　　davoo

180　　　　davchoo

581　　　sarool

823　　　haloon

849　　　　hatoo

964　　　　tsaagoor

尋ねる

狭い

気狂い

ガチョウ，雁

木綿

より良い

狭い

明るい

暑さ　（熱い，暑い）

固い

向う側に

　o－ooに関してはいっそう一般化が困難であるが，次の例から見る限り，キリル文字のo－y

y／y－yyを区別していない。

表記　　　o－oo

キリル文字　O－yy

〇　　－　00

y－yy

王29
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＃　　　　　475　　　0rchoo｝－

　　　476　　0rchoo圭agch

　　　477　　0rchoolga

翻訳する　　724　0rgoo1一

通言尺　　　　　　　　726　　　0rdool

番羽訳　　　　　　　　732　　　0roo

栽培する

～の前に

下の

鷲．語彙集の誤植

　語彙集の誤植を分類すると次のようになる。『現代蒙英日辞蝿の綴り字を踏襲しているため

の間違いが多数見られる。槻代蒙英ヨ辞蝿は独特な表記体系に基づいてモンゴル語が綴られ

ている。その表記体系には一貫性も整合性もあるが，それを一般読者に押し付けるのは行き過ぎ

である。また本文と語彙集の表記に一貫性が保たれなくなる。

11．1。『現代蒙英日辞典』の綴り字を踏襲したもの

11。1．1．7　子音十母音十9子音

　『現代蒙英日辞典』では7子音の直後に対応するモンゴル文語で母音がある場合，記されるが，

正規の正書法ではその母音は識別母音などを除いて不要である。

　37

176

194

241

284

393

455

495

508

509

528

706

722

877

879

980

1G61

1087

alas

dav盆s

devesger

jlm皇s

z鍵eh

naras

OlmgS

°vgs

o12s－

。m∋d

oroh

o1盆s

Qras一

holas

homas

tsar蔓S

eg皇ch

e玉皇s

alS

davs

devsger

jims

zurh

臓ars

oims

OVS

o｝s．

omd

orh

olS

ors－

ho｝s

homs

tsars

egch

els

遠い

塩

敷物，床

果物

心臓

松

ソックス

乾草

腹がへる

ズボン

家族

国家

流れる

竹

つめ

樫，なら

姉

砂

78

85

86

89

91

97

101

103

104

104

105

114

115

123

124

129

133

135

130
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le88　　　　　e｝est elst 砂の 135

11．1．2．識別母音を有する音節の前の母音

　歯茎鼻音及び有声口蓋垂摩擦音の直後には正規の正書法では識別母音を書く。この点は『現代

蒙英日辞典』でも岡じである。正規の正書法では識別母音を有する音節の直前にi）子音が二つ並

ぶ場合にはその二つ目の子音の後に母音が必要となるが，重i）子音が一つしかない場合には，そ

の子音の直後に母音は必要とされない。『現代蒙英日辞典護ではi）の場合もii）の場合も原則とし

て母音を書く。以下の語はii）の場合である。

36

101

795

796

891

510

511

512

513

514

526

al皇ga

bari圭aga

haalaga

haalagach

hoもaga

Qm（）烈o

O狙onozug

omon〔X）S

o憩onoh

omonohon

orono

alga

barilga

haalga

haalg＆ch

hotga

つrnno

omno　zug

omnoOS

omnoh

omnohon

orno

手のひら

建物

戸

門番・

ナイフ

南の

南

～ に対して

前の

～ の直前に

西洋（西の）

78

81

119

119

124

104

104

104

104

104

105

11．　　1　．　　3．　　　重む言司言吾率宇

　動詞語幹は正規の正書法では母音語幹（長母音・二重母音／短母音）と子音語幹とあるが，

『現代蒙英日辞典還では原則として母音語幹（長母音・二重母音）と子音語幹であり，短母音語

幹はない。以下の例は1a－／1e一の直前が7子音であるから，正規の正書法では短母音語幹である。

88

383

413

870

944

balal－

nairal．

nuurel－

hoviaral＿

hemel一

balla－

na重r玉a．

nuurle－

hoviarla＿

hemle．

消す

宴会を催す

宛名を書く

分配する

かじる

80

97

98

123

127

11．1．4．　iの位置

　『現代蒙英日辞典』ではできるだけ語末に短母音は書かない。正規の正書法では次のような場

合は語末に短母音を書く。

50　　arih arh主 酒 78

13i



6

　　146

11．1．5

　次の語は辞

　　　28

　　365

11．2．．

11．2。

　　268

　　342

　　363

　　394

　　397

　　633

　　939

　　992

　1007

　1024

11．2．

　　487

　　488

　1116

　1117

　1119

11．3

11．3

　　167

　　958

　　959

　　960

　　961

　　　　　　　　　　　　戸部実之著『モンゴル語入門」における記述上の問題点

　gail　　　　　　　　　　　　gaali　　　　　　　　　　　　　　　　　　税関

．　その他

　　　書によってバリエーションがある。⑨

azarga　　　　　azraga　　　　　　　　　種馬

　mergejil　　　　　　meregjil　　　　　　　　　　専門

長母音を短母音で表記している語

1．　三

　　z（）gi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z（）gii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜜蜂

mini　　　　　　　minii　　　　　　　　　　　私の

　melhi　　　　　　　melhii　　　　　　　　　　　　カエル

　narin　　　　　　　nariin　　　　　　　　　　細い，やせた

nlgem　　　　　　　niigem　　　　　　　　　　社会

　tim　　　　　　　　　tiim　　　　　　　　　　　　　はい

　he｝gi　　　　　　　　helgii　　　　　　　　　　　　おしの

　tsetsgi　　　　　　　tsetsgii　　　　　　　　　　　ひとみ

　chireg　　　　　　　　　　　　chiireg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓蚕v、

shi　　　　　　　shii　　　　　　　　　　　芝居

2．　補助母音の後

　Qyon　　　　　　　　　　　　oyoon　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢＃恵

　oyotan　　　　　　　　　　　oyootan　　　　　　　　　　　　　　　　　学生

　ya－　　　　　　　　yaa一　　　　　　　　　　　どうする

yalaad　　　　　　yaagaad　　　　　　　　　何故

　yar－　　　　　　　　　　　　　yaar－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，急、ぐ

余分な母音が言己されている語

1．　口蓋化子音gy，　hyに余分な母音が添加しているもの

　gayalgar　　　　　gyalgar　　　　　　　　　　　つやのある

　hayazgaar　　　　　　　hyazgaar　　　　　　　　　　　　　　　国境

hayamaral　　　　hyamra1　　　　　　　　　危機

hayamd　　　　　hyamd　　　　　　　　　　安い

　hayasaa　　　　　　hyasaa　　　　　　　　　　　　ハマグリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　132

84

77

96

90

95

96

97

98

110

127

129

130

131

102

103

136

136

136

85

128

128

128

128



　962　　　hayatad　　　　　　　　　hyatad　　　　　　　　　　　　　　　　　中国

著者はキリル文字のrfi，　Xfiが正しく読めていないようである。

11．3．

　　421

　　934

　　959

11．4

11．4

391

392

608

11．4．2

421

511

11．5

11．5

　　　44

　　273

　　138

　　3G1

11．5．

　　331

　　332

　　539

11．5．3

11

169

634

2．　その他

　negebur　　　　　neg　bur　　　　　　　　　　それぞれ，各々

　hedi　　　　　　　　　　　hed　　　　　　　　　　　　　　　　　　v、くつ？

hayamaral　　　　hyamral　　　　　　　　　危機

分かち書きをしていない語　　　　　　　“

1．　複数

　ahnar　　　　　　　ah　nar　　　　　　　　　　　　兄たち

bagshnar　　　　　bagsh　nar　　　　　　　　先生方

　tanar　　　　　　　ta　nar　　　　　　　　　　　あなたたち

．　その他

　negebur　　　　　Reg　buτ　　　　　　　　　それぞれ，各々

　omonozug　　　　　omno　zug　　　　　　　　　　南

その他

1．　玉／rの間違い

　alchuul　　　　　　　a｝chuur　　　　　　　　　　　ハンカチ

　zulgaa　　　　　　　　　　zgrgaa　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

　gadaad　her　　　　　　gadaad　hel　　　　　　　　　　　　　　夕事国言吾

　zeeluur－　　　　　　zeeluul一　　　　　　　　　　　貸す

2．　nをhと誤記したもの（おそらく手書き原稿の判読ミス）

mahan　　　　　　manan　　　　　　　　　　もや，霧

　mahar－　　　　　　manar一　　　　　　　　　　　もや，霧がかかる

oshOO　heg　　　　oshOO　neg　　　　　　　　　もう一度

． 　vをbと誤記したもの

ab「age　　　　　　avraga　　　　　　　　　　巨大な

　daaboo　　　　　　　　　　daavoo　　　　　　　　　　　　　　　　　　木糸吊

　tobch　　　　　　　tovch　　　　　　　　　　　　ボタン
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　　128

99

126

128

97

97

109

99

104

78

91

63

92

94

94

105

76

85

110



　　　　　　　　　　　　戸部実之著『モンゴル語入門』における記述上の問題点

　キリル文字の6とBは固有語では相補分布を成している（語頭，n，　M，　H，　Bの直後で6，それ以

外でB，疑問助詞の6∂／B3の区別は語境界を越えて以上の規則が適用される）のでローマ字化す

る際に区別する必要はないが，いったんb，vのように区別した以上，一貫性が保たれなければな

らない。

11．5．

　499

11．5．

　806

　807

　846

11。5．

　858

11．5．

　　144

　1139

　1117

11．5．

　　83

　346

11．5．

　250

11．5．

　　11

　　92

　675

4．　キリル文字をn一マ字に置き換える際の勘違い

　or－　　　　　　　og一　　　　　　　　　　　与える

5．　キリル文字のbをuiで表記したもの

　havui　　　　　　　havi　　　　　　　　　　　　近所

　havuitsaa　　　　havitsaa　　　　　　　　　近くに

　harui　　　　　　　　hari　　　　　　　　　　　　　外国の

6．　キリル文字の6をそのまま（しかし点をつけずに）表記したもの

　hoer　　　　　　　　　　　　　hoyor　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

7．　手書き原稿の判読ミス

　gazarzin　　　　gazarzui　　　　　　　　地理学

　yamag　　　　　　　　　　yanag　　　　　　　　　　　　　　　　　　恋ノ㌦

　ya｝aad　　　　　　　　　　yaagaad　　　　　　　　　　　　　　　　で可故

8．　脱落

　baiga　　　　　　　　　　　bainga　　　　　　　　　　　　　　　　常に

　mor　　　　　　　　　mor重　　　　　　　　　　　　　　馬

9．　添加

　jujighchin　　　　jujigchin　　　　　　　　　役者

10．　その他

　abrage　　　　　　avraga　　　　　　　　　　巨大な

　balnar　　　　　　　baliar　　　　　　　　　　　　きたない

　temtseg　　　　　　　temdeg　　　　　　　　　　　　　しるし，印

103

120

120

122

122

84

137

136

80

95

89

76

81

113

134
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12．ローマ字化の仕方に配慮が足りない。

　たとえば，byatshan小さい82ページはbyat－shanなのかbyats－hanなのか判断できない。実際

はbyats－han（6触xa幼である。

13．語彙集の問題点

　語彙集には1147語が記載されている。これらのうち訳語が英語でも日本語でも区別されていな

い語の組（aav／etseg「父」，　aali／aash「性質」のような組）が38組もある。この語彙集では

区別が分からない。また英語でのみ区別されているものが14組あるが，区別はあいまいである。

わずか1147語のうちに52組（実際には113語）もこういった語を記載する必要があるのであろう

か。

　さらに問題になるのは語彙の選択である。bagshil－「教える」という語を選択する前にzaa－

「教える」を選択すべきである。balgas「都市」と選択する前にho£「都市」　を選択するべきで

ある。こういった例を以下に示してみよう。

　19

　23

　63

　77

　79

　91

101

263

281

304

559

617

679

695

1073

1122

ilモンゴル語入門遍

adguus

aj

ayaL

bagshil－

baigoo圭一

ba｝gas

barilga

zohio－
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意味不明なものがある。

135



戸部実之著ざモンゴル語入門』における記述上の問懸点

90ユ　　hui 家族 125

　要するにこの語彙集は著者がある一定の基準に基づいて選んだものであろうが，語義の説明は

その語が持つ意味の一部であるにすぎず，それがかなり的外れのものである場合が数多く含まれ

ている。したがってモンゴル語の基礎語彙を抽出したものからはほど遠く，訳語からモンゴル語

の語彙を捜し当てようとした場合，とんでもない語に突き当たる可能性があるということを利用

者は十分認識していなければならない。

註

（1）　『モンゴル語入門』の出版以前に著者はウイグル語，満州語など15言語の入門書及び『タガログ語基本語

　　彙・文法書逼を同出版歓から出版している。またそれ以後も各種の言語の入門書の出販が続いている。こ

　　れらを検討する能力も時間もないが，例えば『チベット語入門』は，著者の宣伝文句とはうらはらに，チ

　　ベッ文語が記されているので，この入門書で勉強しても，チベット人との口語によるコミュニケーション

　　はできるようにはならない。『モンゴル譜入門逼から推湖する限り，これらの～連の書物は，著者の不完

　　全なノートを十分整理しないで，再現したもののように思われる。

②　モンゴル語を表記する方法は他にフィノ・ウゴル協会の転写がある。

（3）アルファベットの名称は開音節では長母音になるが『モンゴル語入剛では短母音で表記している。jは

　　ジではなくジェ（より正確にはジェー）であり，hはへ（より正確にはヘー），　shはシェでなくイシ，　shch

　　はシチェでなくイシチェ（より正確にはイシチェー）である。

〈4＞明るい／暗いは前舌／後養（奥蓄）に対する表現であるから理解できるが，ヂ深い」というのは何を表し

　　ているか分からない。

（5）磁ま先行する子音を口蓋化しないので，それ自体は中雷化する。

（6）奈良時代の日本語の母音については8母音説以外に，5母音説（服部（1976）），6母音説（松本（1976））

　　があり，音価についても議論がある。なお高松（1978）も参照。

（7＞kは必ず母音の直後に（すなわち二重母音及び翻の第二要素）に用いられる。分離符号ではないbは，i）母

　　音＋単純子音　　＃，ii）母音＋単純子音　　＋rm／τaPt／fl／e，　iii）7子音　　9子音の位置でのみ用

　　いられ，それ以外の位置（すなわちiv）子音＋子音　　，　v）7子音　　7子音，　vi）9子音　　7子音，

　　V1i）9子音　　9子音，　viii）子音　　母音）ではvaが用いられる。したがってMlfHbを除いてbは男性語にし

　　か現れない。一一fi分離符号のbは女性語にしか現れない。

18）長母音を短母音で表記しているのは，属格及び補助母音の後に例が多く見られる以外は規則性がはっきり

　　しない。ng－一音節とそれ以外，開音節と閉音節で区別はないようである。

（9＞　MoHroπYcm曲双YpMu熊Tonb及び3θB　6Hqgx　3Y翻rraexax　では　a3apra，　M3prewnπ　であるが，

　　MOfirOA　x3AHMH　TOBq　T諭渥6ap　Toπbではa3para，　M3P3r｝KHnである。
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